
名古屋市の人口動向
平成26年愛知県人口動向調査結果
（名古屋市集計分）から

～名古屋市の世帯数と人口～

名古屋市総務局企画部統計課
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１ 人口（平成26年10月1日現在）

表1 人口及び対前年人口増減率の推移
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人 口

対前年増減率：％人口：万人 各年10月1日現在

0.23%

対前年増減率

0
昭 年

・人口：2,276,590人（前年比5,210人増）

・対前年増減率： 0.23％（前年比0.03ポイント増）

2,276,590人

人口
18年連続増加
かつ過去最大



２ 世帯数（平成26年10月1日現在）

表2 世帯数及び1世帯当たり人員の推移
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世 帯 数

1世帯当たり人員

1世帯当たり人員：人世帯数：万世帯

年

00

昭

各年10月1日現在

1,045,642世帯

・世帯数：1,045,642世帯（前年比11,488世帯増）

・1世帯当たり人員： 2.18人（前年比0.02人減）

世帯数
過去最大
(2年連続)



３ 自然増減（出生－死亡）

表3 出生数、死亡数及び自然増減数の推移
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千人

出生数

死亡数

自然増減数

年

各年 前年10月～当該年９月

出生数19,787人

死亡数20,596人

昭

自然増減数 -809人

(出生数)19,787人－(死亡数)20,596人

⇒(自然増減数) －809人（2年連続のマイナス）

過去最小



４ 社会増減（転入－転出）

表4 転入数、転出数及び社会増減数の推移
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転入数、転出数：万人 社会増減数：千人

転入数

転出数

社会増減数

年

0    
転出数 146,489人

転入数 152,508人

各年 前年10月～当該年9月

（注）市外との移動のほか、市内区間移動、その他の増減（転出取消、職権記載等、職権消除等、平成24年7月の法改正に伴う外国人人口の

取扱変更による数値変動）を含む。

昭 平 1

社会増減数 6,019人

(転入数)152,508人－(転出数)146,489人

⇒(社会増減数) 6,019人（4年連続のプラス）



地域別転入数及び転出数

表5 本市への転入数及び本市からの転出数
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転入数、転出数ともに、愛知県内他市町村が最多
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地域別社会増減数
表6 本市との社会増減数の推移

7

・社会増が最多の地域は、

中部(愛知県除く)
※中部…新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、

長野県、岐阜県、静岡県、三重県

岐阜県…1,333人

三重県…1,014人

・社会減の地域は、唯一、

関東
※関東…茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県

東京都… -2,346人

神奈川県…-438人
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◇ 中部（愛知県を除く）

□ 関 東

＊ 近 畿

■ 北海道・東北

◆ 九 州

△ 中国・四国

各年 前年10月～当該年9月

関東 －3,047人

北海道・東北 161人

中国・四国 508人

九州 542人

近畿 1,021人

愛知県内他市町村

1,182人

中部（愛知県除く）

3,828人



愛知県内他市町村との社会増減
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各年 前年10月～当該年9月転入数、転出数：千人 社会増減数：千人

年
0

昭

平成16年までは社会減が続いたが、近年は転出入数が拮抗

表7 愛知県他市町村との転入数、転出数及び社会増減数の推移



５ 区別人口
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・最大人口区：緑区 238,142人

・最小人口区：熱田区 65,067人

表8 区別人口（人口上位順）



６ 区別の人口増減
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表9 区別 自然増減数及び社会増減数

・自然増は5区、社会増は12区

・自然増、社会増ともに緑区が
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愛知県内エリア別社会増減数

愛知県内の市町村を5つのエリアに分けて、

名古屋市と近隣市町村との関係を見てみます。

北 東尾 張エ リア
瀬戸市､春日井市､犬山市､江南市､小牧市､尾張旭市､豊明市､岩倉市､日進市､清須市､

北名古屋市､長久手市､東郷町､豊山町､大口町､扶桑町

西 尾 張 エ リ ア 一宮市､津島市､稲沢市､愛西市､弥富市､あま市､大治町､蟹江町､飛島村

知 多 エ リ ア 半田市､常滑市､東海市､大府市､知多市､阿久比町､東浦町､南知多町､美浜町､武豊町

西 三 河 エ リ ア 岡崎市､碧南市､刈谷市､豊田市､安城市､西尾市､知立市､高浜市､みよし市､幸田町

東 三 河 エ リ ア 豊橋市､豊川市､蒲郡市､新城市､田原市､設楽町､東栄町､豊根村

（注）各エリアは、平成26年10月1日現在の市町村により構成されている。

表10 エリア別愛知県内市町村

11



エリア別社会増減数
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表11 エリア別社会増減数の推移

・最大の社会増は毎年、西三河エリア

・知多エリアは平成26年に5年ぶりとなる社会増
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① 北東尾張エリア（平成26年社会増減数 －569人）

各エリアの市町村別、年齢別社会増減数の推移

（注）各年 前年10月中～当該年9月中の移動数。

表12 北東尾張エリアの年齢別社会増減数の推移
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・就業等のために20-24歳が転

入し、子育て世代が転出

・ただし、0-4歳、35-44歳で社

会減が縮小もしくは社会増へと

変化



② 西尾張エリア（平成26年社会増減数 －180人）

表13 西尾張エリアの年齢別社会増減数の推移

（注）各年 前年10月中～当該年9月中の移動数。
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・就業等のために20-24歳が

転入し、子育て世代が転出

・ただし、30-34歳は社会減

から社会増へ変化



③ 知多エリア（平成26年社会増減数 ＋202人）

表14 知多エリアの年齢別社会増減数の推移

（注）各年 前年10月中～当該年9月中の移動数。
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・15-49歳にかけて幅広く社会

増。特に25-34歳は、社会減

から社会増へ変化

・一方、子育て世代が転出する

傾向は継続



表15 西三河エリアの年齢別社会増減数の推移

（注）各年 前年10月中～当該年9月中の移動数。
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④ 西三河エリア（平成26年社会増減数 ＋1,143人）

・20-39歳で大幅な社会増が

継続

・中でも、30-34歳を中心と

する子育て世代の社会増が

顕著

・尾張、知多エリアで社会減の

傾向にある0-4歳で社会増が

多い



表16 東三河エリアの年齢別社会増減数の推移

（注）各年 前年10月中～当該年9月中の移動数。
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⑤ 東三河エリア（平成26年社会増減数 ＋586人）

・0-39歳の広い世代で社会増

・中でも20-24歳の社会増が

突出して多い

・尾張、知多エリアで社会減の

傾向にある0-4歳で社会増
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参考；全エリアの平成26年年齢別社会増減数

北東尾張エリア、西尾張エリア、
知多エリア

・20-24歳や60歳以上の社会増が
多い

・近隣市町村への0-4歳及び25-
39歳の社会減が多い（知多エリア
除く）

西三河エリア、東三河エリア

・ 20-24歳を中心とした若い世代、
30-34歳を中心とした子育て世代
の社会増が際立つ

表17 全エリアの平成26年年齢別社会増減数

（注）各年 前年10月中～当該年9月中の移動数。



名古屋市公式ウェブサイト内「名古屋市の人口」
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http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/

67-5-5-0-0-0-0-0-0-0.html



ご清聴ありがとう
ございました。
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